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岩手県三陸町夏虫山高原における野生ジカ飼養施設の建設
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Summary:TheSanl-ikudeerfarmwasconstructedinNatsumushi-yamahighlandof-Sanrikutown,7watePrefec-

turein1986.Wilddeer,inhabitinrangelandcomposedwitllShrub,dwarfbambooandnativegrass,attackfrequently

intoartiflCia)grasslandthatwasdevelopedinandaroundrangeland.ToprotectthegrasslandfTl0mdeel.-gT'aZlng

damage,Sanrikutowndecidedtobuildthecapturingfacilitiesinrange]andatflrStandthenthefeedingfacilities.

ThefeedingfacHitiesweredesignedbasedonlaborsavlngCOnditions,particularl)Ieffectivedee]･-handlingandeasy

working,andwereconstrtlCtedin1992.TheconcretemoorinthefacilitieswasefGectiveinvariousworksandmade

aneasytreatmentofdeerdungthrough5paddocksatonestroke.Thefeedingtroughsbetweenworkingroadand

deel̀banュWel■efixedwithover一mlmmgSteelbuckets.

Thedeerherdinasmallpasturewasinvestlgatedontheirbehaviorandthebodyscaleof13captureddeerwas

measured.TlledeercrusllWasdesignedbyus1-1gSOmebehaviorchat●acteristicsandbody-scalevalues,andwasnladc

maiJllywithrectangular-tilljberframesandtwo12mTl-thickIleSSIPlywoodboardstoholddeerbody-Thematerial

costofthewoodeJjCrushwasremarkablyloweroftessthan20,000Yen.

FromtlleexperimentofhoJdingdeerinthiscrush,theminimumspacebetweentwoholdingboardswasdecided

10cm,beingslightlywiderthan7.8-8.3cmChurlwidth,

Furthermore,thispaperdescribestlleCOrlS什uctionoftheslaughteringfacHity,thepl.OCeSSingfaci)itvandtlle

recreationfacility,andalsocountermeasuresagai一一stwild-deerdamageinlHokkaidoandKytISyuatPl●eSent･

Keywords:DeercrtLSh,Deerfarm,Feedingfacility,Wilddeer.

緒 言

岩手県大船渡市から三陸町 (2001年に大船渡市

へ編入),住田町,釜石市にまたがる標高1,351111

の五基山とその南側に広がる準平原は県立自然公

園に指定されていて,自然公園全域が鳥獣保護区

になっている.この一帯には昔からホンシュウジ

カ (Cervl/SNlipoJ1CenrJ･a/is.以下,野生ジカとい

う)が生息していて,この生息地の北限であるこ

とから,"北限のシか'として知られてきた.野

生ジカは広範に繁茂するミヤコザサや野草,雑か

ん木の芽や樹皮などを主に摂食 していた_地元の

方の話によると,夏虫山周辺では昔から雑木林か
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ら薪炭をとっていて,昭和30年代になり放牧地や

採草地が造成されたが,農林道整備や流通機能を

持たせる農道設置要望もあり,準平原の広域に草

地開発する事業が1980年代前半から農用地整備公

団によって進められた.一方,造成された草地で

は,シカが採草地や放牧地に関わらず,栄養価の

高い牧草を好んで摂取を繰り返した.牧草地造成

と並行 してその境界に,ウシの脱柵とシカの侵入

防止の機能をもつ有刺鉄線牧柵を設置したものの,

シカがこの柵から侵入を繰り返すことが容易であっ

た.その理由は,牧柵の多くが高原高地にあるた

めに雪害 (細川 1986)を受けてシカ侵入防止の

隔障機能が劣っていたからである (細川 1995).

この侵入の後に形成されたシカ道の特徴を調査し

たところ,シカ生息地から草地へ向かうシカ道の

七嬢の硬度は極めて大きく,侵入する際にシカが

踏み固めた結果生じたものであった.柵の外側の

シカ道には,柵に並行なものや踏み付けで植生成

長が抑制された箇所に網状のものが多数形成され

ているが,草地-向かうシカ迫は侵入しやすい一

部の柵に限定的に形成され (細川 2010),シカの

草地への侵入頻度が極めて高いことが示唆された.

この地帯の牧草地では,ウシの放牧も行われて

いたが,シカの牧草地への侵入増加に伴って放牧

牛の生産性と採草丑の減少が問題となった.こう

した背東から,三陸町は野生ジカを有用資源とし

て活用するために,これらを捕獲し飼養 ･繁殖に

よる家畜化構想を立て (朝日新聞 1988),その草

地の境界にシカ柵を張りめぐらせ,捕獲施設をま

ず設置し,次に飼養施設や付帯施設などのシカ牧

場を建設することとなった (岩手日報 1990).こ

れは,シカ牧場建設の前段階として,野生ジカを

生体捕肇し,次に捕雑したシカを雑木林や野草地

で馴致させる必要があるためである.その後,相

当数のシカを保髄 しながらオス･メス ･′ト鹿の群

分けを行い,乾草や-イキューブによる飼養によっ

て繁殖させるなど,養鹿先進国のニュージーラン

ドと同様の飼養施設が必要となった.

シカ牧場の建設に際して行った野生ジカの捕獲

施設の施工については,前報 (細川 2011)で詳

細に取りまとめた.本報では,その後の飼養施設

の建設について,シカの保定実験と合わせて取り

まとめることにした.また,今後のシカ牧場建設

に資するために,解体処理場など関連施設とシカ

牧場の将来的な問題点について検討を加えるとと

もに,現在の野生ジカ対策について,北海道と九

州における例を考察した.

方 法

夏虫山高原の一角にシカ牧場を建設するために,

まず捕獲区域と保護区域をすでに設定したことを

報告したが,本報では,その後の飼養施設の建設

にあたり検討した内容を取りまとめる.飼養施設

の建設では設置場所や建物額の設計が主な検討事

項となるが,捕獲ジカの頭数が増えるほど,その

設計は重要となる.保護区域におけるシカ群の処

理作業手順として,まず保護区域から放牧飼養す

るための各牧区に群分けし,次にシカ群を屋根付

き作業場 (以下,ヤー ドという)に入れる.建物

頬としては,その内部においてシカ群を回転扉な

どでオス･メス･′ト鹿に小分けする作業室や保護 ･

治療 ･仕分けの作業を行なう小部屋 (以下,ペン

という)や,ヤー ドの中で体重測定などの作業室

へ誘導する狭い誘導路 (以下,レースという).

シカ個体を身動きできないように保定する保定器

(クラッシュ),ならびに,群別に飼養管理する鹿

舎がある.

建物類の設計においては,シカは群居性が強く

神経質で時に暴れやすい行動特性があるので,飼

養管理作業者の安全性と省力性などに配慮して実

施した.

また,レースの最後尾に接続する保定暑削ま,シ

カの体を固定しながら鹿茸 (ろくじょう)採取や

治療 ･採血の作業に必要なものである.ここでは,

試作保定器を用いて,補填ジカの一部を供試した

保定実験を行い,その実用性を検討した.

さらに,飼養施設と関連する施設の建設実情や

シカ牧場の将来的な問題点について検討を加える

とともに,現在の北海道と九州におけるシカ被害

対策について既往の文献やwebサイ ト情報を収集

して考察した.

結果および考察

1.鹿舎等飼養施設の必要性とその建設場所

当牧場を所有していた三陸町ふるさと振興株式

会社 (以下,サンプルという)は,岩手県三陸町

畜産振興事業 (1991-1993年度)の中の ｢養鹿パ

イロット事業｣として,シカの馴化,繁殖,優良
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注)A:捕獲区域.Bl:保離区雛.B2-84およびcl-C5:銅霊区域.①･②:餌小J

図 1 シカ牧場の捕城･保誠区域と飼養区域内牧区の配位

資質の選抜,鹿茸採取などの飼養技術を確立する

ために,シカ牧場の中に飼養施設の建設を決めた.

捕獲 したシカ群を捕獲区域内に長く保護 したま

までは,食害によってミヤコザサや低木類,草本

の減少をまねき,捕獲区域の裸地化が進行する問

題があった.そこで,標高710-780mにあるシ

カ牧場では,北側に野生ジカの捕獲区域と北西側

に捕獲後のシカの馴致のための保護区域とを配置

していた (図 1).保護区域は,捕獲区域より低

地に位置し起伏や小さな沢の多い,雑かん木やミ

ヤコザザ,草本からなっていた.牧場内の環境保

全の観点から,それらの区域以外を飼養区域とし,

その一部に鹿合やパ ドックなどの飼養施設を建設

する必要があった.鹿舎等の建設メリットとして,

環境保全はもちろんのこと,シカ酢が限定された

施設に集中配置されるので,少人数による省力的

な飼養管理作業となる点が挙げられる.

飼養区域は,図 1に示すように,小渓流 (湧水

の流れ)の水をシカが飲めるように,かつ,飼養

しやすいように,サンフルがシカ柵で仕切り,面

租の大小はあるが,表 1に示す8つの牧区に分け

た.1988年 6月時点で,小鹿も含め約200頭の野

生ジカがすでに揃廻され,保護区域や飼養区域に

おいて放牧飼養されていた.シカ牧場の現況とし

表 1 シカ牧場の用途別区域面概と飼養頭数

血税 由_ゴミ..Y,拙 飼盛頭数'
用途 監望 要撃 飼♯形態
記号 (ha) 仁■●Jつ馴ノー肪 ♂ ♀ 小鹿

捕軽 A 3.0

保越 BL 12.0 補機後の馴化 5 31 25

B2 3.0 越冬区域

B3 0.2 試験F.域 19 11

B4 L.8 繁殖 L g 】

C1 0.5 鹿茸･肉製品 21

飼超
C2 1.0 越冬F.域

C3 L5 越冬区域

C4 9.0 繁殖 5 Ll0 24

C5 1.0 繁殖

(D (48.6m3) 餌′小屋

(診 (48.6ml) 餌小越

%計 33,0 5L 8Ll 50

+1988年6Juく

て,前述した捕獲区域と保護区域のほかに,比較

的なだらかな場所に造成された採草地 ･放牧地や

農業機械庫があり,これらには舗装道路が接続し

ていた.

そこで,飼養施設の建設場所は,舗装道路に隣

接 し,シカの運搬作業が容易となる点に配慮する

と捕饗後のシカを放牧する牧区の出入口が近く,
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シカの搬出･搬入が頻繁となる飼養施言文lL,および,

堆肥舎とを有機的に結び付け,無駄のない作業線

を確保できる場所選定が鍵となる.以上のことが

らを検討 し,飼養施設の建設場所は,図 1のC1

区内とした.

2.飼嚢施設の設計検討

飼養施設の設計に関しては,サンフ/レ,日本鹿

研究協会,および,設計会社の担当者が集まり,

以下のような検討が行われた.

(1) 飼養管理作業の中で重労働なものはポロ出

しと給餌であるので,どこを機械化するのか,鹿

舎内の敷料には何を使用するのかなどを検討した.

同時に,給飼槽は通路と鹿合との間の壁の下に設

置していて,回転バケット式のものを作り,通路

から給飼槽に餌を投入 してから給飼槽にシカが入

らない高さとすることや,パ ドック内に溜まった

糞などのポロを搬出するため,シカ群をパ ドック

からいったん追い出し,5連のパ ドックのイ上切り

ドアを開け,一桁してポロ出しする方式が提案さ

れた.また,分娩室や疾病シカの隔離室が必要で

はないかとか,これらは仕分け室内に設けてよい

などと意見交換がなされた.

(2) 体壷 ･衛生検査用レース部を含む測定室や

各部屋からシカをどのように誘導するかについて

は,シカ群の流れに配慮した設計と仕分け室が必

要となる.また,鹿舎の部屋や仕分け室,測定室

やレースにおいては,できるだけ天窓から採光し,

夜間作業等で明かりが必要な場合にのみ電灯を使

うなど節電も必要である.シカの誘導作業では,

採光方法と合わせた検討が必要で,明るさ･暗さ

の細かな検討,すなわち,明るい方から徐々に暗

い方へ,あるいは逆に暗い方から明るい方-など

合理的に検討を加えて,シカを誘単する.

(3) シカの体重増加を図ることは飼養技術とし

て基本的に重要であるので,読み取りの簡易な体

重計を設置することにした,また,シカを屠場に

搬出するには,運搬 トラックにシカを載せる乗降

施設 (ローディング･シュート)が必要で,これ

には鹿舎の壁にハッチを設け,レースの中か最後

尾の箇所でシカを押し入れた運搬箱を,ローラー

を使用してハッチからトラックに茂み込む方法が

安全で省力的で望ましいと考えられた.また,こ

の方法は,外部からシカを搬入する際にも利用で

きる点で有利である.

(4)飲水場･については渓流水からのかけ流しが

よいとされるが,その渓流水は常時確保できるの

か,特に冬期に渇水することがないかを検討すべ

きである.また,かけ流しであるからといって,

きれいな水であるとはいえず,一方,シカの飲水

行動によって渓流水が汚れ渓流の底に汚物が滑る

ことにも注意が必要である.一般水道を使用でき

るならボールタップ式で水位を調節し,この場合,

水質が悪くならないように水槽を浅くすることや,

シカがボールタップを壊さないような方式がよい

と考えられる.ボールタップ式は,節水につなが

る.水道からの水をかけ流しする場合,冬期に床

が凍結してシカが滑ってケガをすることがあるの

で,飲水場の脇には排水可能な小さな横を設ける

必要がある.

(5) 雨水は河川に直接流してよいが,パ ドック

や鹿舎の洗浄水は一度タンクに貯留して沈殿 ･浄

化を図ったのち,流下させる必要がある.そのま

ま流すと,河川汚地の原因となるので注意が必要

である.パ ドック内のポロは,スクレ-パで適切

にかき集める.

(6) パ ドックの床構造はコンクリー ト舗装か,

アスファル ト舗装かを検討する必要がある.例え

ば,バケット付き小型建設機械 (通称ボブキャッ

ト)によるポロ出し作業ではどちらが適切か,施

工後の維持管理はどちらが有利かなどを検討する.

また,ポロ出し作業はパ ドックから鹿舎にシカ群

を追い込んでから,一度に5つのパ ドックを通し

で行う方法が省力的で望ましく,その場合にはボ

ブキャットは作業しやすいと考えられた.

(7) シカ群のイ上分け作業は,広い場所では困難

であるので,ヤー ドや鹿舎内で行なう.これらの

中に仕分け室や′トさなペンを設け回転扉を設置す

ると,少人数で効率よくシカ群を仕分けられる.

このような仕分け室と回転扉の配置設計および仕

分け後のシカの流れについて検討した.

(8) 飼養施設の出入口には衛生面を考慮して靴

洗い槽と手洗い場を完備することとした_電気関

係のスイッチは,三路スイッチを入れて,作業性 ･

機能性を高めたものに設計した.

以上の検討事項に配慮しながら,飼養施設 (平

面図)は図2のように設計された.主に鹿合とパ

ドックとを隣接させて飼育する方式とした.屋根
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f】事書■fB I王JI斜圭(3.6×9,1m)･■
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図2 飼養施設の設計 (平面図)

バケットの幅 :530mm,深さ:320mm

図3 回転バケット式給飼槽

付き箇所は,管理室,飼料室,通路,鹿含,堆肥

令,レース,レース前の誘導路の一部,および,

測定室である.また,この施設の床は,施設内各

所でシカの糞が散らかることが想定されるので,

それを掃除しやすい平坦なコンクリー ト進とした.

特筆する点は,5つのパ ドックを通してポロ出し

作業ができるようにし,それを堆肥舎へ接続させ

たことである.また,飲水場はパ ドック内に設け,

水道を利用することにし,尿潤も設置した.

また,給飼槽は,図3のように,飼料室からつ

ながる作業通路から餌を投入でき,鹿舎からはシ

カが摂餌できるような回転式の鉄製バケットを配

置設計 した.これによって,給餌作業は極めて容

易なものとなった.

全体として,当初の設計図よりは,管理室の位

置が若干移動した程度で大きな変化はなく,施設

内の管理作業の軽減化を可能とした.なお,シカ

の搬入 ･搬出を行なう施設や回転扉は,実際には

予算的な間3LBによって設置されなかったが,これ

らの機能は飼養施設内の誘導路やレース,通路な

どを使用しても代替可能であり,後から付帯させ

ることもできるものと考えた.今後,多様な管理

作業を行っていくrPで改善すべき点を探り,一層

効率のよい飼養施設へと整備する必要がある.

3.保定器の設計

1)保定実験の必要性.および.シカの体格測定

と行動観察

シカは非常に俊敏であり,人間との間に一定の

距離を取ろうとするなど取り扱いの難 しい動物で

ある.そのため,シカの取り壊い作業では,シカ

が暴れないようにしっかりと保定することが最も

重要である.シカ牧場内において耳標の取り付け,

鹿茸採取,衛生検査等を行なう場合にも,保定器

が施設の一部として必要となる.保定暑別も 養鹿

先進国のニュージーランドなどでは作業の際に多

用されているもので (Floyd1982),専用の保定

器が各種製造されている.日本国内においては養

鹿事業が始まってからまだ日が浅く,そのためニ

ホンジカ用の保定器については検討が不十分であっ

た.そこで,ニホンジカを対象とした保定幕を試

作し,保定実験でその実用性を検討 した.

牧場内で最も馴化したシカが入っているB3区

(図 1)において,給飼する際に近寄って来たオ
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かん幅(左右股関節
Jt広部間の幅)

体高(き甲頂点より

② 垂直に地面に達する
間の高さ)

②から.胸囲を測定
する繰上胸椎上緑と

胸の下線との間の

@ 高さである胸深を引
いた長さ.すなわち.
かん幅測定部也か
ら脚先まIPの高さ. ｣.上旦且.｣

正 面 E)

図4 シカの体格の測定部位とその説明

表2 成ジカの体格測定結果*(単位:cm)

mlJ定部位 ♂ (ll-10) ♀ (n=3)

0 7.9±2.9 8.3±1.2

② 69.8±3.∠1 87.7±5.2

(塾 /19.6±2.4 J18.3±2A

'平均±原錐Bl遵

ス10頭.メス3頭の成ジカを捕燈し,それぞれ体

格測定を行なった.シカの体格測定部位は統一

規格として決まっていないので,牛体の測定部位

(上坂ら 1980)を用いて体格測定を行なった.

図4に示すように,保定器の製作に必要と考えら

れる,牛の場合の左右股関節最広新聞の幅である

かん幅①と,き甲頂点より垂直に地面に達する間

の長さである体高(a,体高から胸囲を測定する線

上胸椎上棟と胸の下線との間の長さである胸深を

引いた長さ③を測定した.ここで,@は,かん幅

測定部から脚先までの高さでもある.なお,年休

部位の測定の場合にはないが,シカの鼻先から尻

尾までの全長も把握する必要があった.また,保

定器製作のために必要な,シカが捕獲される時の

回避行動なども把握が必要で,これは牧場での管

理作業中に認められる行動を観察記録 した.

衷2に測定部位の体格を示すが,比較的馴化し

たシカであっても,測定のために巻尺や目盛をつ

けた角棒など長い物を持って接近すると警戒し,

落ち着きをなくす行動が多かったため,測定値に

儀 面

図5 保定器の設計

は多少の誤差が含まれているといえる.①はオス

が平均7.9cm,メスが平均8.3cm,②はオスが平

均69.8cm,メスが平均87.7cm,③はオスが平均

49.6cm,メスが平均48.3cmであり,(Dの個体間

差が大きかった,また,シカを運搬する時に,シ

カ1頭が入る運搬用の箱を用いるのが妥当と考え

た.その運搬箱の長さは,シカを真横からスケー

ルと一緒に撮影した写頁から推測して130cmであっ

た,馴れたシカでも体格における全長の測定は非

常に難しく,この箱の長さを用いることにした.

さらに,行動観察から,シカ同志のケンカでの攻

撃方法は角同士をぶつけ合わせ相手を突く,ある

いは,歯で噛み付く.立ち上がって前足で蹴るな

どがあった.そこで,最も強力で危険な4脚の自

由を奪うためには,足元の床板を落下させシカの

体を宙に浮かせる保定方法が望ましいと考えた.

以上のことがらを勘案し,保定器は,シカ体格

の測定値を用い,また,どのような保定方法が望

ま しいかを考えながら,図5のように設計した.

ここで,保定を行なう際に最も重要な幅は①であ

る.この幅はシカの雌雄や体格によってバラツキ

があるから若干は可変できるようにし,保定器の

高さでは余計な高さを持たないものとした.後者

の理由は,通常シカは頭を高く上げることはあま

りなく,餌を欲 しがるときは頭を下げて近寄るこ

とが多いからである.
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2)保定器の製作と保定実験

保定器は,設計図を元に角材とコンクリー ト用

パネルを主材料とし,他に必要な部品を調達して

製作した.図1のC1区の中に,飼養施設内のレー

スの終点に試作保定器を設置して保定実験を行い,

シカの管理作業性と試作保定暑旨の問題点,および,

シカの保定器までの誘導方法について検討した.

保定器の製作は,主柱 8本に10.5×4.5cmの角

材を使用し,その他 6×6cm,3×4.5cm,6.5×

3.5cmの角材と12mm厚のコンクリー ト用パネル

(コンパネ)を用いた.角材を3本束ねた場所は

釘では闇定できないため,ボルトとナットを使用

した.足元の床板を地面に水平な状態に一時的に

吊っておくためにワイヤを使い,天井に取り付け

た滑車を介して,そのワイヤを柵線緊張器で引っ

張るように工夫した.この製作に要した角材,釘,

ボル トナット,蝶つがい,滑車,緊張器,ワイヤ,

コンパネなどの資材の合計は2万円弱であり,檀

めて廉価に製作できた.ニュージーランド製の保

I定着別も 鉄製でクッションやコンプレッサーなど

で構成されていて,その価格はニホンジカ並み体

格用として70-100万円程度 ･:養鹿用資材販売の

A社.1990年代前半)であった.以上のことから,

試作した保定音別ま既存の製品よりも経済的に極め

て有利であることが判明した.次に,この保定器

がシカを確実に保定する機能を有するかどうかを

実験で実証する必要がある.

製作した保定器でシカの保定実験を試みた.ま

ず,レース前にある小区画に餌をまいてシカを誘

い出す.小区画にシカが入っても,明るい屋外か

らレースのような狭く暗いところに,すぐには入

ろうとしない.シカは,薄暗い場所にいると落ち

着く習性があるので,レース手前の小区画は,天

井を寒冷紗や青色シー トで被擬して明るさを調整

できるようにし,やや暗くしたことにより,レー

ス内にシカを追い込むことができた.また,暗い

レースの先端にある保定器の前方で,蛍光灯など

で明るく照らしていると,シカがレース内をその

明るい方向に向かって駆け出すことを実験で確認

した,そして,駆けてくるシカを保定器内で止め

るためには,保定音詩の前面に前扉を設置する必要

があった.シカは,鼻先ほどが入る隙間さえあれ

ば鼻先より頭をこじ入れることを繰り返し,そこ

から脱出しようとした.そこで,この前扉は前面

(2)

くり 保 定器 の奥に.シカを追い込む

(2)床 板 を落 とすと狭さ(部 にシカの脚 の付 根 (かん幅 の部

位)が挟 まり.4脚が床 に君 かすに保 定される

図6 シカの保定の手順

一杯の大きさのものを取り付けた.また,明かり

を照らす窓や隙間を確保するために,その前扉の

一部を切り取った箇所に,シカ柵のネット(網目:

高さ15cmX幅15cm)を,その網目をずらして二

重に打ち止めて頭を出させないようにした.

保定方法の手順を以下に示す.まず,図6のよ

うに,シカのJ】糾ま細いので側面の斜め板の最小間

隔 (以下,狭さく部の幅という)を17cmとかな

り狭くし,足元の床を地面と水平に固定しておく

(図6の(1)状態).そこに進入したシカが前方へ進

んでネット付き前扉のところで止まる.シカの全

長が保定器内に入った段階で,シカの後部をレー

スから閉め切るために,保定器とレースとの接合

部に仕切り板を押し込む.次に,シカが保定器内

で身動きできなったことを確認したら,その床板

を固定しているワイヤの緊張を解いて,足元の床

板を地面に落とす (図6の(2)の状態).このよう

な作業によって,シカの脚の運動機能を奪えるの

で,保定が成功する.

この保定実験では,(Dの幅を変化させて計8回

行なった.その結果を衷 3に示す.(Dの幅を

17cm,15cm,12cmおよび10cmと徐々に狭くし,

順次シカの保定を試みたところ,10cmで保定に

成功した.実験終了後.使用後の保定暑帥)破損の

有無を確認したが,破損は見当たらなかった.側
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表 3 試作保定器によるシカ保定実験の結果 ((D:図 5参照)

慧警 †鵠 監 P ut鷲ごカ 性別 儀 欝 保定の観察状況

1 17 1 ♂ 失敗 床版を落下させた倭,脚が地面に着いた

2 12 2 ♂ 成功 前bfiなしでも保超が成功

3 10 3 ♂ 成功 保定は成功｡前扉を解放後,前 '̂-飛び出した｡

LI 12 4 ♂ やや成功 搬定は成功｡その後,もがき凝れ し地面に落下した｡

5 12 2 ♂ やや成功 保定は成功｡その級,もがき盛れし地面に群下した｡

6 12 5 ♀ 失敗 体の小さなメスジカのため.床板と典に地d]'に拓下した｡

7 10 2 ♂ 成功 保定は成功｡前蛎を舶倣後,前方-飛び出した｡

8 LO 2 ♂ 成功 促定は成功｡前扉を解放後,前方へ飛びHlした.

面の斜め板 (コンパネ)の損傷もなく,しばらく

は使用できると考えられた.

以上の結果より,シカの保定は,製作した保定

器を用いれば十分可能であることを実証できた.

この場合,保定作業は保定器の前面を明るくし,

シカがレースに入るところで見通せるようにし,

その前面をネット付前扉とすることで保定器への

シカの進行を促 し,その前扉を閉めた状態で行な

う必要があった.その理由は,前扉がない状態で

は,シカが体を上に飛び上がらせ泳ぐように前進

する行動がたびたび見られ,そこから逃げ出そう

とするのを制御する必要があったからである.

このように,確認されたシカの習性を利用する

とともに,レース手前から徐々に暗くしながらレー

スを通過させ,保定器の前方を明るく保つなどの

工夫によって,最も困難な作業であるシカの誘導

から保定までを効率よく行なうことができた.

4.関連施設の建設

1)解体処理場

わが国で家畜として認められていないシカは,

特用家畜として取り扱われている.そのため家畜

用の屠場では解体できないので,シカの解体処理

場が必要である.この処理場は,食品衛生法の観

点から,近くの保健所より許可を受けて家畜用処

理場として使用することができた.ただ,｢シカ
の里｣を自称する三陸町では,解体処理場を一般

の人々の目に触れないように,他の施設から離し

た目立たない場所に設置した.

シカの屠殺は電投によって行なわれ,ひと月に7

-LO頭の割で 3- 8歳,体重50-80kgのシカを

処理 した.若いシカでは製肉され,それ以外のも

のは加工用となる.枝肉の平均重J"ij1-は25-35kg,

1kgあたりの販売価格はモモが8,000-9,800円,

ロースが12,900-13,000円であった.これは有名

な前沢牛よりも高価なものであった.肉質は3等

級に分けられ,A級だけは ｢もみじ肉｣として販

売され,ロースは大きいものでも3kgしか取るこ

とができなかった.肉の衛生検査については,岩

手県の遠野家畜衛生保健所,紫波食肉検査所,大

船渡保健所で,年に2- 3回行なわれた.

2)食肉加工施設

ハム工房を含む食肉加工施設は,処理場から回っ

たシカ肉をカット･加工する三陸町特産品加工施

設として国庫補助 仕出域食品振興対策事業)によっ

て建設された.ここでは,ワカメの2次加工等も

行なえるもので,管理者を含め従業員2名が勤務

していた.処理能力は, 1日当たりソーセージが

20kg,ハムが30kgであった.｢煉製鹿肉｣を開発

し,その販売も行った.骨付の丸ごと煩製であれ

ば 1頭4,500-5,000円となるが,高価なためにギ

フト用品としての販売が主力であった.

また,角,骨,内臓等を利用した商品開発にも

着手した,それは中国では鹿茸が漢方英として珍

重されているからである.ただ,ニホンジカのも

のは厚生省に認可されておらず,成分分析さえも

行なわれていないのが実情であった.

3)保養施設

｢鹿の森Jの下側に.レス トランと宿泊所を非

ねた保養施設 (オーベルジュ)を建設し,駐車場

も整備 した-ここでは,地場産や産直物の安心 ･

安全な食材を安く仕入れ,シカ肉を主とした料理

方法を研究し,それに見合った料金で,お客に料

理を擬供することができた.建設当時の評判は,

とても良かった.



野生ジカ飼養施設の建設 27

5.シカ牧場における将来的な問題点とその後の

状況

シカ牧場でシカを放牧して飼養 した牧区では,

懸念したように裸地化が広がった.また,放牧区

内に何木かある沢の水は,シカの飲料に利用され

ていたが,その下流に位置する放牧牛の飲料水の

取水口漉過部や砂防ダムなどがよく詰まるという

話も聞くようになった.同時に,シカ牧場周辺で

放牧 ･採草地を抱える三陸町畜産公社の事業に,

多少なりとも影響を及ぼしていた.この沢の水は,

ヒトの飲料には使用されていないが,森林の適正

管理や水需要の増加のために将来的に利用される

可能性もあった.これらの点も含め,シカ牧場に

おける将来的な問題点についての検討も,今後に

重要な課題となろう.

シカの飼養における問題点を,以下にまとめた.

(1) 牧場の拡大には経費が多くかかる.

(2) 牧場が高地にあり,越冬時のシカの飼養管理

が面倒である.

(3) 飼料にかかる費用はかなり大きい.

(4)専用の採草地がない.

(5) 牧場内の樹木の食害があり,特に,太い広葉

樹の食害と枯木が目立つ.

(6)キツネ,カラスの小鹿-のいたずらがある.

(7) シカの馴化に時間がかかり,個体管理が困難

である.

(8) 屠殺従事者の確保が困難である.

(9)防疫対策や病理研究が進展していない.

uo)動物愛護思想との狭間にある食肉 (シカ肉)

生産の道には模索がある.

(用 シカ食害の増加のままでは,シカの利活用に

対する地域住民の抵抗感がある.

現在の三陸シカ牧場の状況としては,残念なが

ら,夏血帖の中腹に建設された保養施設の脇に観

光用として教頭を飼養 しているに過ぎない.1986

年の捕廼施設の設置に始まり飼養施設が1992年に

整備されてから,前述したように,飼育･繁殖･解

体などの生産施設や-ムなどの食肉加工施設も家

畜の生産･加工と同様に設置され, 5年間ほどは

順調であった.しかし,その後,加工品等の販売

が次第に鞘りがちとなり,シカ牧場は縮小されな

がら閉鎖するに至った.

以上のように,野生ジカの捕頻施設および飼養

施設の建設,すなわちシカ牧場の建設は,放牧地

の環境保全と地域活性化のために,野生ジカの生

息地を背景に大規模に取り組んだ事業であり,資

源の有効利用の観点から,わが国では初めての資

重な取り組みでもあった.近年の′排作放棄地の増

大と相まって,鳥獣による農作物の被害が里山に

留まらず市中にまで押し寄せてきていて,鳥獣被

害への対策がいろいろな形で全国的に講じられて

きている.中でも,北海道では野生ジカ対策を桜

橋的に行いはじめた.

6.北海道と九州における野生ジカ対策について

シカによる食害は 全国的に社会問題となって

いて,平成21年度におけるシカによる農作物被害

額は70.6億円である (農林水産省鳥獣被害対策室

2011).そのうち,北海道の被害額は49.4億円で,

その7割を占めている.現在,エゾシカは約40万

頭も生息しており増加傾向にあるが,適正頭数は

2-3万頭といわれている.実際には.農業被害や

植林等樹皮食害が多く,また,世界自然道産の知

床区域では頭数削減が緊急な課題になっている.

その対策として,シカ食害の多発地域では,ニュー

ジーランドから輸入したシカ柵などを使用して農

地を囲むように張っている (写真 1).一方,北

海道のWebサイ トには,｢害獣を地域の資源に｣

の合言葉で,エゾシカを活用した関連商品取壊施

設を多く紹介していて,エゾシカを有効活用する

取り組みが進展してきている (北海道自然環境課

2011;エゾシカ酪会 2011).また,東京農業大

学網走校 (2007)では2008年4月に ｢エゾシカ学｣

を関詳し,その中で学生たちはエゾシカの生態や

捕獲,飼育,食肉等加工,流通といったプロセス

を学ぶもので,シカ牧場における実習も特徴的で

写真1 北油道十勝平野の浦幌から本別-向かう道路
沿線のシカ柵
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ある.このエゾシカをテーマにする教育プログラ

ムは全国の大学でも珍しいが,環境との共生と地

域産業の活性化を図り地域に貢献する人材を育て

る方針である,という.

また,九州におけるシカによる平成21年度の農

作物被害額は2.6億rT]であり,中でも宮崎県が24.6

%,熊本県が23.2%,鹿児島県が21.2%,大分県

が17.3%であり,九州の中央部から南部にかけて

が90%近くを占めている (農林水産省鳥獣被害対

策室 2011上 こうした野生ジカ対策の例として,

高山ら (2008)の牧場採草地へのシカ侵入防止の

ための電気柵効果の報告があるほか,九州森林管

理局 (2011a)が野生鳥獣との共存に向けた生息

環境等整備調査を行なっている.そのような中,

ワナなどで捕頻 した野生ジカは現地で屠殺後.土

中に埋設されているが,殺処分の方法は動物福祉

に配慮し,竃殺などで行 うべきであろう.シカ肉

の有効利用では,熊本県五木村においてジャーキー

や鮫子,ハンバーグ,ソーセージ等を作っている

例 (九州森林管理局 2011b)などが報告されてい

る.しかしながら九州では,南九州のウシ･ブタ･

トリ肉や熊本県の燭肉が一般的な人気を集めてい

るために,当時のサンプルや現在の北海道のよう

な積極的なシカ利活用はほとんど見当たらないの

が現状である.

要 約

三陸シカ牧場は岩手県三陸町の夏虫山高原に

1986年に建設された.野生ジカは雑かん木,サ

サ,野草からなる牧野に生息しているが,その牧

野周辺に造成された人工草地を採食のために頻繁

に侵入する.シカの食書から草地を保全するため

に,三陸町は最初に捕磯施設を,次に飼養施設を

建設することを決めた.飼養施設は省力作業な条

件,特に効果的なシカ取扱と簡易な作業に基づい

て設計され,1992年に建設された.その施設内の

コンクリー ト床は種々の作業を効率良くし,ポロ

出し作業が5つのパ ドックを通して一桁で容易に

行えるようにした.作業通路と廃合の間にある給

飼槽には鋼製の回転バケットを配置 した.

また./ト牧区のシカ群の行動観察が行われ,捕

埋した13頭の体格を測定した.保定器はいくつか

のシカの行動と体格値をもとに設計され,主に角

材とシカを保定する2枚の12m皿厚ベニヤ板で製

作した.その木製保定署旨の資材価格は2万円未満

の廉価であった.角材とコンパネを主材 として

15,500円で保定器を製作した.この保定器を用い

たシカの保定実験から,保定器内のシカはさみ版

の最小間隔が10cmのときに保定でき,この間隔

はかん幅平均値7ふ8.3cmよりわずかに広めであっ

た.

さらに,開通 して解体処理場や食肉加工施設,

保養施設の建設について述べ,また現在の北海道

と九州における野生ジカ対策についても論じた.

キーワー ド:保定名護,シカ牧場,飼養施設,

野生ジカ
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